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反転授業の可能性と課題 

―外国語教育において反転授業は有効か？ 
  

船 守 美 穂 （東京大学） 

  

2012－2013年にかけて世界の大学に一大旋風を巻き起こした大規模公開オン

ライン講座（MOOC）は、それ自体は納まりつつあるものの、「反転授業」とい

う副産物をもたらした。この「反転授業」は、その言葉のもつ感染力の強さから、

世界の多くの教育機関や教員によって現在試みられている。 

一方、「反転授業」は、単に授業と宿題の役割を反転するという意味しかもたず、

特別の教育効果を狙って編み出された教育法ではないため、反転すれば万事がう

まくいうというものでもない。 

本発表は、MOOC隆盛の背景やこれが高等教育に与えたインパクト、世界で試

みられている反転授業をいくつか紹介しつつ、外国語教育における反転授業の有

効性について議論する材料を与えるものである。なお、本要項では紙面の関係か

ら、MOOCに関する動向は紹介しない。詳しくは、参考文献[1][2]などを参照さ

れたい。 

 

反転授業の始まり―当初、意図されていなかった「反転」 

 

 知識伝授を行う講義をオンライン教育モジュール等の教材に託し、学習者の学

外における自主学習に委ね、その代わりに授業中に演習やディスカッションなど

の実践型の学習を行うという教育／学習方法は、「反転授業」と呼ばなくとも、多

くの教育者が、意識的か無意識的かは別として、行っていたと思われる。たとえ

ば人文・社会科学系の学問分野におけるゼミ形式の授業は、授業中に議論する内

容の事前学習を学習者に求めることから、オンライン教育モジュールこそ用いず

書籍や各種資料を用いることの方が一般的ではあるが、まさに反転授業と同じコ

ンセプトの授業形式であったと言える。 

 一方、曲がりなりにも「反転授業」の看板をかかげた試みには、二つのルーツ

が見いだされる。 

 一つは、「反転学習ネットワーク（FLN）」[3]を立ち上げ、「反転授業（”Flip Your 

Classroom: Reach Every Student in Every Class Every Day”）」の導入書[4][5]

を執筆したジョナサン・バーグマンとアーロン・サムズの両氏の試みである。た

だし彼らとて、当初から授業と宿題を「反転」することを目的としていた訳では

ない。米国コロラド州の片田舎に化学教師として着任した彼らは、対抗試合のた

めに授業を欠席しがちな高校生の補習や学習支援に手を焼き、それではと授業を

録画し、対抗試合に向かうバスのなかで学習できるように提供したのである。こ

の段階では、この生徒達は授業を欠席している訳だから、反転していた訳ではな

い。しかし、これら録画ビデオはインターネット上で公開されていたため、他校

の高校生がこれを発見して自習用に使用したり、他校の教員が副教材としてこれ

を使用したりするようになった。 
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 他方、両氏は従前から、授業でいくら丁寧に説明をしても、概念を十分に咀嚼

しきれず、宿題ができない生徒にも困っていた。これは多くの理系の教員が共通

の悩みとしてもっている。そしてあるときアーロンがある思いつきを得るのであ

る。授業は一方通行で説明を聞いているだけだから、生徒は教師を特別には必要

としていない。しかし宿題が解けないでいる時には、何かしらの手助けを必要と

している。そうであるのなら、授業を全て録画してしまい、これを「教師のいな

い自宅」で見てもらい、手助けの必要な宿題を教室でしたらどうだろう？[4] 

 こうして両氏の反転授業は 2007-08年ごろに生まれた。なお、当初は授業と宿

題の役割を反転させるだけの原始的な反転授業の形態であったが、最近はこれが

進化し、生徒一人一人の「完全習得学習（mastery learning）」を求める、一人一

人の生徒に対応する教育方法に移行している。究極的には、生徒一人一人の能力

や到達度に応じて学習内容を決めるため、演習や実験を行う授業であっても、生

徒毎に異なる単元を学習している場合もある。さらに生徒の評価方法も、一人一

人に合わせることも検討されている。ただし、両氏とも、全ての反転授業がこの

進化形にまで到達しなくてはいけないとは思っておらず、教師や生徒、教科内容

や生徒の学習到達度等に応じて、教師が最も適切な教育方法（pedagogy）を選ぶ

べきと考えている。また、「反転授業」はあくまでも教育手法（pedagogy）の一

つで、最も大事なのは、これを通じて教師と生徒の間の関係性が築かれることと

している。 

 反転授業のもう一つのルーツは、カーン・アカデミーである。こちらも当時ヘ

ッジファンドのアナリストであったサルマン・カーンが遠方に住む従兄弟に算数

の問題を解説するビデオを作成し youtube上で公開していたところ、これが分か

りやすかったため世界的に反響を呼び、これを活用する学校が米国に生まれた。

これら学校が感謝の連絡をするにあたり、”We are using the videos to flip the 

classroom”という表現を使ったことから、「反転授業」という表現が固定化された

[6]。しかしこれとて、反転授業の具体的中身が明らかなわけではなく、副教材と

して利用されたというだけのものである。 

 

反転授業の可能性と課題 

 

 ここで、これまで行われている反転授業の実践例から、その可能性と課題を挙

げてみる。それぞれの可能性の裏に課題もあるから、それらをセットで挙げる。

なお、これら可能性それぞれにそれについて適した反転授業のデザインの方法が

あるため、「反転授業」をすれば、これら全ての可能性を得られるという訳ではな

い。（具体的な反転授業の事例については、参考文献[7][8][9]などを参照されたい）。 

 

１．学生一人一人の完全習得学習につながる 

 上述の例のように、授業の時間を学生一人一人の指導に充てることで、パーソ

ナライズされた教育／学習が可能となり、学生一人一人の完全習得学習につなげ

ることができる。ただし、授業時間中に学生同士のピア学習を取り入れたとして

も、教員一人で学生全員に対応するのは難しく、十分な TA等を得られない限り、

かえって逆効果になる危険性がある。学生が自宅で講義ビデオを観てこず、授業

中は雑談の時間となってしまう可能性があるからである。 
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２．協同学習等アクティブ・ラーニングの時間の捻出につながる 

 授業時間を協同学習等に充てることにより、中教審の求める「生涯学び続け、

主体的に考える力を持った人材」の育成につながる可能性がある[10]。ただし、

こうした人材の育成に実際につなげるためには、授業時間中に行う協同学習活動

等を入念に設計する必要があり、なんとなくグループ学習をさせればこれが実現

する訳ではない。とりわけ学期末の試験を、従来通りの科目の内容を問う問題で

構成するのであれば、学生の学習は成績評価基準に合わせたものとなるのが一般

的であるから、十分な効果は期待できない[11]。「主体的に考える力を持った人材」

を育成することが目標なのであれば、期末試験の方法もこれを測るものとするの

が理想である。一方、協同学習等の学習活動状況や、「主体的に考える力」が付い

たかどうかを測定する方法は、その重要性は指摘されつつもまだ手探りで、開発

途上のようである。 

 なお、この見出しは敢えて、「学生の主体的に考える力の獲得につながる」、「学

生のコミュニケーション力やチームワーク力の獲得につながる」としなかった。

というのは、これらにつながっても、つながらなくても、中教審の答申以来、「ア

クティブ・ラーニングをすることに意味がある」という考え方があるためである。

個人的にはこの考え方には懐疑的であるが、これは（入念な授業設計があっても

なくても）一方通行の授業よりはアクティブ・ラーニングの方が学生の主体性を

促すという考え方に基づくものである。 

 

３．従来の授業と宿題では行えなかった学習活動の時間が捻出できる 

 これまでは授業中に単元内容の説明等、知識伝授がなされ、宿題では演習問題

等、知識の咀嚼・定着活動が行われていた。しかしたとえば実験のデモンストレ

ーションや現場の人による体験談を聞く機会、実習や発音練習等の実践など、現

場に触れることで現実世界を肌で理解する機会を作ってあげたいことがある。ま

たたとえば、一方通行の講義と演習の解法だけでは十分に理解されない理系科目

等の「コンセプト」について、時間をかけて考えさせる時間を捻出したい場合な

どもある[8]。この場合、単元内容の説明は講義ビデオに委ね、宿題は引き続き従

前の演習問題等を行い、授業時間ではこれらに追加して、上述の付加的な活動を

行うことができる[9]。 

 この方法は言うまでもなく、従来の講義と宿題に追加した学習活動がなされる

ため、学生の学習時間の延長につながる。こうした工夫を行う科目が数科目に留

まれば良いが、全ての科目がこれに移行したら学生がパンクするのは明かである。

その場合は、履修する総科目数を減らす等の全学的な対応が必要となる。 

 

 ここに挙げた以外の反転授業のメリットもあるだろう。また、ここに挙げたも

のとて、重複がない訳ではない。しかし更なる厳密な整理は、反転授業の実践例

がより増えたときに、また行ってみるべきであろう。 

 

外国語教育において反転授業は有効か？ 

 

 筆者は外国語教育の専門家ではないから、この問いには答えられない。この小

論を参照される専門家の皆さんに、外国語教育における反転授業の活用方法の可
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能性は検討いただくとして、ここでは外国語教育には素人であるが、反転授業に

ついては多少なりの情報を収集している立場から、私見を述べたい。 

 第一節に触れた二つの事例によると反転授業は、初等中等教育における化学や

数学などの科目で始まった。生徒がつまずくことの多い所謂理系科目において、

生徒がつまずくときに教師や同級生の手助けを得られる環境を作ろうという、「１．

完全習得学習」を目的とするタイプである。 

 その後反転授業はMOOC 等の流行もあり、高等教育にも伝搬し、ここでは「主

体的に考える力」や「21世紀スキル」、「コンピテンシー」等の、世紀の変わり目

となり着目されるようになった〈新しい能力〉[12]を獲得するための「２．アク

ティブ・ラーニングの時間の捻出」につながる手段として、取り組まれるように

なった。この場合は特定の教科において取り組みが強化された訳ではないが、前

提としては、「一方通行の講義」が伝統的な教育方法であった科目において、より

能動的な学習活動を教育方法に求めたのである。 

 その他の反転授業は、その科目を担当する教員ごとの問題意識に応じて、特別

の教育／学習活動の時間を捻出することを目的として、講義をオンライン教材モ

ジュールに委ねるというものである。 

 

 さて、外国語教育において反転授業は有効か？ 素人ながらに外野から傍観する

に、外国語教育は各種オーディオ・ヴィジュアル等の利用も含めた「教育の工夫」

が、他の教育科目に比べて歴史的に遙かに豊富になされてきた分野である。同時

に、学習評価の方法も所謂ペーパーテストに留まらず、リスニングやスピーキン

グ、プレゼンテーションなど、実践的なスキルを測ろうとしてきている。実世界

において使えてはじめて、意味のある教科内容であるから、その取り組みの真剣

さは他の科目を凌駕する。 

これに対して、（所謂理系科目では、演習問題集や実験等の知識の咀嚼・定着の

ための工夫がなされるものもあったが）、所謂文系科目では、教員がその学問分野

について蕩々と語るという一方通行の授業、かつ期末試験も暗記した知識を問う

ものが標準的であった。こうした「一方通行かつ暗記中心の授業」への反省から

くる反転授業は、反転授業における授業設計が十分に行われていても、いなくて

も、とにかく「反転」すれば能動的学習に向けて一歩前進、という理屈で反転授

業が取り組まれる。 

しかし従前から多様な工夫を行っている外国語教育は、これらの科目より遙か

に先進的であり、また外国語教育に適した教育方法をすでに編み出しているので

はないか？ 安易な反転授業の導入は、高度に発達した外国語教育をかえってダウ

ングレードさせる危険性はないだろうか？ 

 このような認識に立った上で、外国語教育における反転授業の実施可能性を考

えると、教員の問題意識に応じて「３．特別の教育／学習活動の時間を捻出」す

るタイプの反転授業が最も有効のように思われる。近畿大学附属高等学校の英語

の授業では、英語の発音練習の時間を捻出するために、読解の解説を授業ビデオ

に委ねていたが[7]、それと同様に、授業時間をたとえば海外の学生とテレビ会議

システムを通じて英語でディベートする時間に活用しても良いし、学生一人一人

の発音を矯正する時間に使ってもよいし、同級生同士で分からない点を説明しあ

ったり、英語で会話をしたりするピア学習の時間としてもよい。なおこれらは能
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動的学習という意味では「２．アクティブ・ラーニングの時間の捻出」とも、学

生一人一人の英語力を伸ばすという意味では「１．完全習得学習の実現」とも、

捉えることができる。 

 

結び―反転授業の一般的な課題 

 

 反転授業は多様な可能性を秘めている。しかしそのコンセプトは「講義」と「宿

題」を反転させるというだけのものであるから、何を目的として授業時間をどの

ようにデザインするか、という目的意識が明確でないと、学生が一方通行の授業

のとき以上に学びが少なくなる危険性がある。外国語教育では多様な教育手法の

工夫の蓄積の上にたって、何が未だ欠けていて、更に改善したい点は何かを明確

にして、アプローチすることが肝要であろう[9]。 

 なお、今回は反転授業の可能性を中心に議論を展開し、課題については、その

可能性ごとの影の側面を紹介するに留めたが、これらの多様な反転授業の手法横

断的に問題となるのは、学生がこのような授業方法に乗ってくるかどうかである。

ここでは紙面の都合上、これ以上深くは論じないが、「学生のやる気」や「クラス

のノリの良さ」はこうした授業方法が意味のある学びに繋がる上で必須とも言え

るほどの条件である[11][13]。特に外国語学習においては、なんとなくその単元を

理解しただけでは済まされず、十分に理解し、実践において活用できるようにな

らないと意味がないだけに、この問題は重要である。 

 日本の学校教育制度にあって、「受験」という関門が各教育課程の最後に待ち構

える中等教育段階においては、自宅における授業ビデオの自習や授業における能

動的学習などの、生徒の主体性に依存する反転授業も、ある程度は有効に働く可

能性はある。社会人となり、海外勤務前の語学習得のため、あるいは教養等自己

実現のためなど、外国語習得の動機が明確な場合もうまくいくであろう。 

しかし大学教育において、外国語に特別の関心を有さず、単に一般教育の単位

を揃えるために外国語を学習している場合に、反転授業がどの程度有効かは微妙

な問題である。自宅学習に委ねられた講義ビデオも観てもらえず、かつ授業中の

アクティブ・ラーニングなども雑然とした雑談の時間となって過ぎ去っていく危

険性がある。講義ビデオに確認テストを盛り込む、授業中の学習活動を元とした

宿題の提出を求めるなどの強制力を一定働かせないと、うまく行かない危険性が

あるが他方、大学教育における学生の学習について、どこまで強制力を働かせる

べきかは難しい問題である。 

 オンライン教育と対面教育を組み合わせるブレンド型教育の教科書によると、

科目修了時に学生が習得しているべき事項を明確にした上で、それら事項を習得

するためにはどのような学習活動が必要か、その教室内と教室外の学習をデザイ

ンしていかなくてはならないとある[14]。大学教育における外国語教育において

も、外国語科目の当該大学における位置づけと学生の履修動機を念頭に、その教

育／学習活動をデザインしていく必要があるであろう。 
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反転授業の可能性と課題

ー外国語教育において反転授業は有効か？

外国語教育メディア学会（LET）

大会テーマ 「自宅学習と授業をつなぐ英語教育

―英語科目における反転授業について考える―」

2014年11月15日

東京大学教育企画室

船守美穂



Today’s Talk

I. MOOC誕生から反転授業への期待まで

II. 反転授業の概要と背景

III. 反転授業の事例（全学、個別）

IV. 反転授業の可能性と課題
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I-a．MOOCの概要

2

Ⅰ．MOOC誕生から反転授業への期待まで



MOOCとは

3

大規模公開オンライン講座（MOOCs）

Massive Open Online Coursesの略

Massive （大規模） ： 受講者の規模が巨大

Open （無料） ： 誰でも自由に受講可能。

Online （オンライン） ： インターネットに繋がる環境であれば、

どこからでも受講可能。

Course （講座/科目） ： 大学レベルの開講科目

2012年に大ブレークした、米国を中心とする名門大学の無料オンラ
イン講義。一連の講義を受講し、途中に小テストや課題提出等も含
み、場合によっては修了認定や単位まで得ることも可能。



MOOCsの特徴

インターネット上で公開され、無料

（今でも）世界の上位大学による講義が多い

受講者が多い（一講座当たり数万人規模）

複数週間にまたがる（5-15週間等）

講義や説明動画が短い（10分以内）
受講負担を軽減

受講期間中に小テストや課題提出あり

受講者同士の学びを重視（掲示板機能、相互採点）

修了認定書を得られる講座もある
場合によっては単位認定もある

4

名門大学であること、
無料であること、

世界数万人の受講者が
いること、教室コミュニティが

あることがポイント！
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MOOCプラットフォーム

edX
Coursera

Udacity

Futurelearn
Open2Study

Iversity
OpenupEd

Gacco
:

インターネット上

A大学

B大学

C大学

F大学

E大学

D大学

開講

開講

開講

開講

開講

開講

受講

受講

受講

受講

受講

受講

受講



二大MOOCプラットフォーム誕生

edX:
2012年5月開設 （MITxは2011年
12月開設）

MITとハーバード大学が共同で開始。

参加大学： 14カ国34大学＋11メン
バー機関 （2014.3.22現在）

開講科目：163科目

非営利

Coursera:
2012年1月開設

スタンフォード大学のコンピュータ科
学教員２名が開始。

参加大学： 20カ国98大学＋１０大学
システム（2014.3.22現在）

開講科目：630科目

営利

6（出典） Coursera blog” A Triple Milestone: 107 Partners, 532 Courses, 5.2 Million Students and Counting!”, (2013.10.23) 
http://blog.coursera.org/page/3



多様なMOOCsプラットフォーム
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名門大学MOOCs 国・地域別MOOCs その他MOOCs

edX
Coursera

Futurelearn (F/L) (英)
Open2Study (豪)
Iversity (独)、FUN（仏）、
OpenupEd (EC)、
Veduca（ブラジル）、JMOOC（日）、
xuetangX（中）、icourse（中）
Edraak（アラブ諸国向け）

Udacity, Udemy, NovoEd,
P2PU, COURSEsites,
iTunes U, TED-Ed,
Khan Academy(*), etc.

ブランド力が強く、現在
も知られている。

名門大学中心で構成。

英語中心であったが、
他言語や翻訳講座の配
信にも乗り出す。

名門大学MOOCsに対
抗するかたちで、各国、
地域が開設（日が浅く、
講義配信はまだ少な
め）。

国ごとの独自性や、多
言語主義などを打ち出
す。

多様な取り組みが機動
的になされている。

大学組織による出講よ
り、個人の専門家によ
る講義配信の色彩が強
い。



国・地域別MOOCプラットフォーム
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仏・FUN 
（14大学、28科目）

中・xuetangX, icourse
（4大学+22科目）
（193大学、1022科目）

仏・FUN 
（14大学、28科目）

中・xuetangX, icourse
（4大学+22科目）
（193大学、1022科目）

国家主導型

EU・OpenupEd 
（11放送大学等、167科目）

EU・OpenupEd 
（11放送大学等、167科目）

放送大学連合型

英・Futurelearn 
（29大学等、34科目）

豪・Open2Study
（26大学、43科目）

英・Futurelearn 
（29大学等、34科目）

豪・Open2Study
（26大学、43科目）

放送大学＋国内大学連合型

米・Udacity 
（11機関等、36科目）

独・iversity
（25機関、30科目）

日・JMOOC
（13大学、14科目）

ブラジル・Veduca
（19機関、286科目）

米・Udacity 
（11機関等、36科目）

独・iversity
（25機関、30科目）

日・JMOOC
（13大学、14科目）

ブラジル・Veduca
（19機関、286科目）

大学外リソース活用型

フランス語

中国語

日本語

多言語

英語

英語

英語

英語 ドイツ語

英語 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語

Google等の
IT企業や個人も

講座提供
している

スロバキア語、エストニ
ア語、ヘブライ語、アラ
ビア語、トルコ語など
様々な言語の講座が

あって楽しい！

自国大学以外に、
ハーバードやMITな
どの米国有力大学

の講座を提供。

英語 中国語

（2014.3.22現在）
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Ⅰ．MOOC誕生から反転授業への期待まで

I-b．MOOCのインパクト

• MOOC
• オンライン教育

• パーソナライズド/アダプティブ学習

• コンピテンシー・ベースド教育

• 高等教育のアンバンドリング化



MOOCのインパクト
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e-ラーニング
OCW
オンライン教育
遠隔教育

MOOCMOOC
オンライン

教育
オンライン

教育

ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ&
パーソナル

教育

ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ&
パーソナル

教育

主体的学び
「反転授業」
主体的学び
「反転授業」

高等教育の
ｱﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ
高等教育の
ｱﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ

2012

2013

2013

2013

？年

-2011



MOOCが誘発したもの：
The consequences of MOOCs

1. 物理的キャンパスを持つ大学が、オンラ
イン教育を開始

Residential Universities starting online education 
proactively

2. コンピテンシー教育と、パーソナライズさ
れたアダプティブな学習の鮮明化

Coupling and emphasizing the competency-based 
learning and personalized/adaptive learning

3. 高等教育のアンバンドリングの加速
Acceleration of higher education unbundling

11



米国高等教育の 大の課題
The Issues in US Higher Ed

高等教育財政の逼迫
A shrinking higher education budget followed by…

授業料の高騰
→ 中流階級の学生が大学進学を断念

Tuition rise, and the middle class left out of higher ed

提供できる科目数の縮小
→ 必須科目を履修できない学生続出！

Shortage in course provision, and 6-yrs graduation rates 
falling

12



米国州立大学における州予算の縮小
Shrinking state funds at US public degree-granting institutions

13
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米国州立大学の収入源別予算と州運営費比率の推移（1980‐2010）

授業料等

連邦政府

州政府

地域

病院収入

事業収入

寄付、投資他

州運営費の比率

（千ドル）

（出典）全米教育統計センター（NCES）, Digest of Education Statistics, 2012
Revenues of public degree‐granting institutions, by source of revenue and level of institution

（州運営費比率）Revenues of public degree-granting institutions and state source ratio (1980-2010)

授業料収入
tuition

州政府
補助
state funds

州政府
補助比率
state funds ratio



四年制州立大学、
過去５年間で

３割近い
授業料上昇

Public Four-Year U tuition increases
by almost 30% in the last five years

2013-14年度：

授業料等：$8,893
Tuition and fees

下宿費等含む：$18,391
with Room and Board

米国における大学授業料の高騰
Tuition rise in US higher education

14（出典）College Board: “Tuition and Fee and Board Charges over Time”
http://trends.collegeboard.org/college-pricing/figures-tables/published-prices-national#Tuition and Fee and Room and Board Charges over Time

Tuition and Fee and Board Charges over Time



提供できる科目数の縮小
Shortage in course provision

15
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カリフォルニア州コミュニティ・カレッジにおける

提供単位数と教職員数の推移（2000‐2012）

職員

非常勤講師

教員

執行役員

単位数

（人） （単位数）

（出典）カリフォルニア州コミュニティ・カレッジ総長室情報マネジメントシステム データ・マート（http://datamart.cccco.edu）

単位数
credits

非常勤講師
Temporary Academics

Faculty & Staff Demography and Credits Offered at Calif. Community Colleges (2000-2012)

提供単位数、
4年間で２割減
Dwindling of credits offered

by 20% in four years



高等教育の
救世主 !
MOOCs
The Savior
of higher ed

無料！
free

大人数収容可
massive

誰でも
アクセス可能

open access

単位取得可能
courses with credit

16



MOOCsの法制化、単位化の動き（2013年）
The enforcement of MOOCs (2013)

米国教育協議会（ACE）、MOOCについて単位認証開始
ACE College Credit Recommendation Service (ACE CREDIT®) evaluates MOOCs

カリフォルニア州、MOOC単位認定に向けて法案提出（現在、凍結段階）
California Bill seeking campus credit for MOOCs (now put on ice)

英国「高等教育の将来に関する委員会」、MOOC単位付与を含む答申を提出
UK Commission on the Future of Higher Ed calls for MOOCs credit recognition and other

欧州MOOCsのiversity、ECTS付与を開始
European MOOC platform iversity provides ECTS credits

複数大学、MOOC単位認定を発表
加州大学、コロラド州立大学、ジョージア州立大学、メリーランド大学等

Several universities starting to approve MOOCs; U Cal, Colorado State U, Georgia State U, Maryland U

サン・ノゼ州立大学、UdacityとedXとの共同実験
San Jose State University experiments with Udacity and edX

ジョージア工科大学、Udacityとのコンピュータ科学の修士プログラム開設
Georgia Tech offers MOOC-like online master’s degree

メジャーを模したMOOC開始：MITの”Xseries”, Coursera
の”Specialization”

Major-like MOOC sequence: MIT “Xseries”, Coursera “Specialization”

17



高等教育の代替手段とみた場合の
MOOCsの課題

The Misstep of MOOCs as higher ed alternative

単位、学位に繋がっていない
Not leading to credits, let alone degrees!

慎重な学生 cautious students

低い修了率（5-8%） low retention rate

受講者の多くが既学位取得者
participants mostly degree holders

18



MOOCsは
「学びの楽しみ！」
のため
MOOCs as recreational learning

社会人等向け
MOOCs for adult learners

スキルアップ
career development

教養、楽しみ
learning for fun!

Higher ed credentials
relying on online programs

「高等教育の
資格付与」は

オンライン教育
プログラムで

単位・学位要望者向け
For those in need of credits and degree

厳正な成績評価可能な人数
Capped number for rigorous grading19



オンライン教育拡大の動き
The expanding online education

フロリダ州、科目毎に州が認証できる法案を提案
Florida Accredited Courses and Tests Initiative（FACTs）

米国教育長官の諮問委員会、オンライン教育について、州毎の規制ではなく、プロ
グラム設置州のみに準ずるべきと報告提出

Distance learning should be regulated by fewer perhaps only one state

カリフォルニア州、試験のみで教育不在の第4の州立大学システムを検討
California bill proposes faculty-free college degrees

フロリダ大学、オンラインのみの学士課程プログラム提供開始
University of Florida to offer bachelor’s degree online

コミュニティ・カレッジ、コンピテンシー・ベースのオンライン・リメディアル教育の試み
Community Colleges tries to fix remedial education online

カナダ・オンタリオ州、大学-カレッジ間の単位互換も可能とするオンライン学習ハブ
構築を発表

Ontario Creates Online Learning Hub

ブレンド型ロースクール William Mitchell College of Law、認証される。
American bar association approves hybrid program

ハーバード大学、スタンフォード大学、オンライン教育担当副学長任命
Vice Provost for online education for Harvard and Stanford U

アポロ教育グループ、オーストラリア・オンライン・カレッジ買収
Apollo Buys Australian Online College

無償オンライン大学University of People、認証評価を獲得
Free online university receives accreditation

20



アダプティブ型学習と
パーソナライズド学習の融合

Merging adaptive and personalized learning

21

実力判定
Assessment

個人に 適の
学習プログラム計算

Optimization of
Learning modules

個人学習
learning

効率的に
学べる！
Time efficient

自分の
ペースで

self paced

ゲーム感覚で
楽しい！

gaming

自分に
フィット
personalized



積み上げ可能なコンピテンシーと、
Direct Assessment Method

Stackable competencies and direct assessment method

コンピテンシーは
積み上げ可能！

competencies 
are stackable

22

OJTで既知の内容も多いため

一つ一つのコンピテンシーを
マスターしたことを

実力判定試験で
証明できれば良い。

Directly assess competencies

☆出来ていれば
学習不要！
No need for study

if certain competency 
is already acquired安全性 検査 旋盤操作 機器調整 設計法

精密機械加工コンピテンシー



コンピテンシー・ベースド教育法制化、実質化の動き
The enforcement of competency-based programs

米国教育省、コンピテンシー・ベースのプログラムにおいても学資援助を認める
ことを再確認

北アリゾナ大学、ウィスコンシン大学システム、南ニューハンプシャー大学、カペラ大学、西ガ
バナーズ大学等、承認を得る。

Student Aid Can Be Awarded for 'Competencies,' Not Just Credit Hours, U.S. Says

認証評価機関やルミナ財団、コンピテンシー・ベースド教育の提供や意味の検討開始
Accreditation Agencies and Lumina Foundation starts examining the meaning of competency-based education

スキルアセスメントの手法、複数開発される。
Various skill assessment methods developed by testing firms

Council for Aid to Education：職業準備度や学生のレベルを測る”Collegiate Learning 
Assessment(CLA+)”
Educational Testing Service (ETS)：学生の学習に関する電子証明書を２つ導入
ACT Inc.：WorkKeysスキル評価システムを開発

ゲイツ財団、11のコミュニティ・カレッジがコンピテンシー・ベースド教育プログラムを開発
することに対して、3カ年100万ドルを助成。

The Bill and Melinda Gates Foundation kicks in $1 million over three years for developing competency-based education at community colleges.

連邦教育省が2013年12月に発表した、コンピテンシー・ベースド教育等の実験に対す
る学生奨学金規則の免除について、１７機関が名乗りを上げる。

Colleges Pitch Possible Experiments With Competency-Based Programs

23
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コンピテンシー・
ベースド教育
Competency-based learning

Personalized/ adaptive learning

パーソナライズド・
アダプティブ学習

Learning modules
technologically customized to 

individuals needs

教材を、学習者ごとの
理解度等に合わせて
技術的にカスタマイズ

文科省「学士力」
経産省「社会人基礎力」
OECD「キーコンピテンス」
ATC21s「21世紀型スキル」・・・
Competencies:

問題解決力
Problem solving

チームワーク
Team work

コミュニケーション
Communication

論理的思考
Logical thinking

数量的スキル 等
Quantitative skills, etc.
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College
Unbundled

&
Re-bundled

Residential
Campus



大学教員による連携…Coursera Specialization
Re-bundling by professors

26

Coursera Specialization：
予め決められた一連の科目を受
講し、 後の卒業制作をすること
で、当該専門内容の修了証書を
得られる。
有償（≒複数科目の修了証分）

Mobile Cloud Computing with Android

第1科目： Programming Mobile Applications for 
Android Handheld Systems
第2科目： Pattern-Oriented Software 
Architectures: Programming Mobile Services for 
Android Handheld Systems
第3科目： Programming Cloud Services for 
Android Handheld Systems
卒業制作 Capstone Project

メリーランド大学 ｳﾞｧﾝﾀﾞｰﾋﾞﾙﾄ大学

高等教育の
アンバンドリングが

進行している
例だね。

（出典）Coursera Specialization: “Mobile Cloud Computing with Android”
https://www.coursera.org/specialization/mobilecloudcomputing/2?utm_medium=listingPage



I-c．MOOCの顛末

27

Ⅰ．MOOC誕生から反転授業への期待まで



MOOC...受講者

一講座当たり数万人の受講者

登録だけして、受講しない受講者も3割ほど

第一週あるいは初めの課題提出で1-2割に受講者は減少

登録者のうち、 後まで受講するのは7-9％

受講者の多くは、既学位取得者

28

（出典）Coursera創始者Daphne Koller談： MOOCs on the Move: How Coursera Is Disrupting the Traditional Classroom
http://knowledge.wharton.upenn.edu/article.cfm?articleid=3109

（出典）Emerging Student Patterns in MOOCs: A Graphical View
http://mfeldstein.com/emerging_student_patterns_in_moocs_graphical_view/

（出典）MOOC Completion Rates: The Data
http://www.katyjordan.com/MOOCproject.html

修了率

働いている
30代白人男性が

多い。



MOOC開発コスト

受講者にとって、

MOOCの受講料はタダだが…

大学にとって、

１MOOC開発コスト＝1000-3000万円程度

開発チーム：10名以上

MOOCプラットフォームにとって、

有効なビジネスモデルが未だ見出せず

29



教員にとってのMOOC体験

30

素晴らしい!!
世界中の学生からのインプット
から、新たな研究の視点を沢山
得た。

疲れた……。

単に講義を録画する
程度と思っていたら、

一から設計し直しだった…。

朝起きたら、受信箱に世界中
の学生からメールが…。

MOOC向けに贅肉を削ぎ、
教育モジュールに分割する
ことで、自分の教育を見直す
機会を得た。

やる気のある学生を沢山教えられた。



大学生にとってのMOOCs

「………（無言）」

実は大学生はMOOCをあまり受講していない？

「時間管理が大変だった」

「対面教育の方が良い」（コミュニティ・カレッジ学生対象の調査）

「大学は自大学学生の教育の質向上に全く貢献
しないMOOCに多額の投資をしている！」

コーネル大学、テキサス大学の学生からの大学批判。

31
（出典）Inside Higher Ed, “What's In It for Us?” (2014.2.12)

http://www.insidehighered.com/news/2014/02/12/ut-austin-and-cornell-u-students-question-their-institutions-investments-moocs



大学生以外の受講者にとってのMOOCs

「自分が本来受けることができない、優れた高等
教育を受けることができた」

開発途上国の人、病気等で大学に通えない人、大学
に進学できなかった人など

「修了証が意味を持つとは思えないけど、この内
容をマスターしたと主張ぐらいはできるかも」

社会人など

「自分の授業準備,研究の参考になった」
大学教員など

32



大学にとってのMOOCs

デジタル化時代における大学の存在
意義を問われる。

一方通行の知識伝達の講義は、オンライン教育で
代替可能。

しかも、１）教え方のうまい教員、２）ランク上の大学
によるオンライン・モジュールの方が、やる気のない
ランク下の大学教員の講義より良いに決まっている。

社会からも、社会に出ても役に立たない講義に授業
料を投資することに疑問が呈される。

高等教育財政が枯渇しているため、オンライン教育
で人件費を浮かせることに現実味。

33
（出典）Inside Higher Ed, “What's In It for Us?” (2014.2.12)

http://www.insidehighered.com/news/2014/02/12/ut-austin-and-cornell-u-students-question-their-institutions-investments-moocs



デジタル化時代における
大学の存在意義

34

汎アフリカ主義者
W.E.B. Du Bois

教育の役割は、人を医師、弁護士、
技師にすることではない。

教育の役割は、医師、弁護士、技師
を人にすることである。

（出典）Inside Higher Ed (2012.9.11） MOOC’s Missing Pieces
http://www.insidehighered.com/views/2012/09/11/essay-what-moocs-are-missing-truly-transform-higher-education
Harvard Magazine, “Twilight of the Lecture: The trend toward “active learning” may overthrow the style of teaching that has 
ruled universities for 600 years,” (March-April 2012)

ハーバード大学
Derek Bok教育学習センター長

Terry Aladjem

『学習は社会的な体験（social 
experience）』である。ハーバード大学は、
建物や教授がいるからハーバード大学な
のではなく、学生が相互に関わり合いあっ

ているからハーバード大学なのである

知識伝授の大部分を
オンライン教育に

委ねることができる場合、
大学の存在意義は？

人間形成

キャンパス
生活

師弟関係
仲間との

刺激

人生の
道標絆



Ⅱ-a．反転授業の概要

35

Ⅱ．反転授業の概要と背景
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MOOC 1.0
ｃMOOCの時代

教材はOER
皆で知識を発展させる

MOOC 2.0
Coursera, edX等

大学が講義形式で

科目を提供 MOOC 3.0
xMOOCを利用

反転授業

ブレンド型学習

American Council on Education（ACE）
Cathy Sandeen提唱



MOOCの先駆け： cMOOC（１）

実施年：2008年

受講者：世界から2200名

主催者：Stephen Downes, George Siemens（マニトバ大学）

科目名：「結合主義と連結知識」
” Connectivism and Connective Knowledge course (CCK08)”

コンセプト：分散的コンテンツをオープン学習で学ぶ
open learning with distributed content

37

仲間と
学ぶのは
楽しい！ 色々な視点も

入って、議論が
発展するよ！

（出典） George Siemens, “Connectivism: A Learning Theory for the Digital Age”, (2004) http://www.elearnspace.org/Articles/connectivism.htm
The MOOC Guide, “03. CCK08 – The Distributed Course” https://sites.google.com/site/themoocguide/3-cck08---the-distributed-course

●デジタル化時代の学習理論（Connectivism）

ネット上の知識に自由にアクセスでき、構造的学びが薄れてきて
いるなか、インフォーマルな学習が大きな比重を持つようになって
きている。

そうしたなか、ネット上の星雲のような多様な知識に触れながら
ネットワーク・コミュニティで学び、成長することが重要となってきて
いる。 George Siemens (2004)

●デジタル化時代の学習理論（Connectivism）

ネット上の知識に自由にアクセスでき、構造的学びが薄れてきて
いるなか、インフォーマルな学習が大きな比重を持つようになって
きている。

そうしたなか、ネット上の星雲のような多様な知識に触れながら
ネットワーク・コミュニティで学び、成長することが重要となってきて
いる。 George Siemens (2004)



MOOCの先駆け： cMOOC（２）...CCK08

38

ネット上で分散された学習空間

（出典）The MOOC Guide, “03. CCK08 – The Distributed Course”
https://sites.google.com/site/themoocguide/3-cck08---the-distributed-course

1. 学習者は、ネット上のブ
ログやSNS、電子掲示
板やライブ・フォーラム
等を用いて、科目テーマ
について独自のラーニン
グ・コミュニティを形成し、
議論をする。

2. これら分散された議論は、
毎日RSS等で集約され、
毎日のニューズレターで
共有される。

3. ネット上で議論が更に進
展する。

1. 学習者は、ネット上のブ
ログやSNS、電子掲示
板やライブ・フォーラム
等を用いて、科目テーマ
について独自のラーニン
グ・コミュニティを形成し、
議論をする。

2. これら分散された議論は、
毎日RSS等で集約され、
毎日のニューズレターで
共有される。

3. ネット上で議論が更に進
展する。



反転授業とその応用型

39

反転授業
×

完全習得
学習

（従来） （反転授業）

好きな時間・場所で
何回でも講義をみて
自分のペースで勉強。

授業中は、演習・
ディスカッションで

知識の咀嚼。

一斉形式のため、
付いていけない学生もいる。

オンライン講義、オンライン演習で自分の水準・ペースで勉強。
参加型の授業、教員の個別指導で知識咀嚼。

教室で知識伝授

自宅で宿題

■ 反転授業の応用編

反転授業×完全習得学習 （mastery learning）
学生一人一人が個々の単元を完全にマスターしてから先に進む。
授業内の活動は習熟度別。しかし、授業内容の進むペースは全員同じ。

反転授業×完全習得学習×個別学習 （personalized learning）
学生一人一人が個々の単元を完全にマスターしながら、自分のペースで先に進む。
結果として、同じクラスに多様な進み具合の学生が混在する。教員は個別対応。

大事なのは、学生の
学びを 大化する

教育方法を採用する
ことだよ！

部分的に反転
するだけでも良いし、

反転授業の
応用型でなくても

良い。

（出典）”Flip Your Classroom: Reach Every Student in Every Class Every Day” Jonathan Bergmann、 Aaron Sams (2012/8/15)



MOOCsと主体的学び

40

21世紀の教科書：
MOOCs

自分でペースを
保っての勉強は

大変!!!

反転授業

ここでも
主体的学び

・・・。

社会に出て役に立つ
主体的学び！



ブレンド型学習（１）...概要～オンラインにする要素

Blended Learningとは？

一学期のある科目の教育プログラムのなかに一部だけでもオンライン教育
の要素を取り入れた教育方法。（*）

Blended Learningの方法：

オンラインにする要素

たとえば、講釈の一部をビデオ録画で配信したり、教材を事前に配布し読んでもらっ
たり、掲示板で議論の場を提供したり、確認テストをしたりと「オンライン」となる要素
は様々である。

多くの場合、MoodleやBlackboardがプラットフォーム（LMS）として用いられる。

41
(*) Blended Learningの定義はまだ十分には確定していない。また、 “ hybrid learning ”や、 “technology-mediated instruction,”

“web-enhanced instruction,” “mixed-mode instruction“など多様な呼び方がなされている。

（出典）What is LMS?: Using Blended Learning to Enhance Education
http://www.whatislms.com/using-blended-learning-to-enhance-education/

ちょっとした
事前説明をビデオ化
するだけでもいい。
簡単なところから

始めよう！

教室における
対面教育

オンライン
教育

ブレンドされた
教育



ブレンド型学習（２）...ブレンドする方法

Blended Learningとは？（続き）

ブレンドする方法：

補助モデル

教室における授業形態に大きな変更はなく、予習・復習等でオンライ
ン学習を求める

たとえば、TED等のスピーチや、実験方法の説明を事前に観る。掲示
板で議論する、確認テストをする等。

教室代替モデル

教室における講義をオンライン教材で代替するなど、教室の役割を縮
小・変更する

教室は双方向の議論や、アクティブ・ラーニングで充実させる

リソース・センターモデル

特定科目のオンライン教材をリソース・センターに用意し、場合によっ
ては科目数の削減を図る

42
（出典）Web Learning@Penn State

http://weblearning.psu.edu/blended-learning-initiative/blended-learning-models

「反転授業」
（flipped classroom）は

教室代替モデルに
内包されるね！



ブレンド型学習（３）...ブレンドする効用

Blended Learningとは？（続き）

ブレンドする効用：

「より良い教育」(pedagogy)の実現

これまでの伝統的な教育方法（教室における説明と宿題）をオンライン教材等により
充実

教室における教育を双方向に（アクティブ・ラーニング）

学習のスタイルは一人一人異なるため、多様な学び方に対応

• 教員の説明で学ぶ学生、教科書から学ぶ学生、ゲーム感覚で学ぶ学生、自分
で手を動かすことで学ぶ学生等さまざまなため、教育提供の方法の多様化によ
り、これら多様な学生のニーズに応える。

時間的自由度の拡大

（一斉授業で全員が機械的に同じペースで学ぶのではなく）個々の事情に合わせて
学習が可能

毎年繰り返し行う講義をビデオ配信し、時間の節約

（教育リソースの効率利用）

教室における教育をオンライン教育で一部代替することにより、教室の回転率拡大、
（対面で提供する）科目の削減、教員の削減等

43

あらゆる科目について
世界で作成された
オンライン教材が

ネット上で蓄積されたら、
自分で教材を作らないで、

分かりやすいのを
利用するのも

いいね！



Ⅱ-b．時代とともに変わる
教育と学びの在り方

44

Ⅱ．反転授業の概要と背景



変わる情報伝達の手段

45

量産書

貴重本
Digital Files
on Internet!

・誰でもアクセス可能
・瞬時に入手可能
・(無料,複製,永久)

伝承



中世から変わらない教室風景

46
（出典）Laurentius de Voltolina作, Liber ethicorum des Henricus de Alemannia（ドイツのヘンリクスの倫理書）

14世紀後半の絵画： ドイツのヘンリクスがボローニャ大学の学生に講義をしている風景。
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Laurentius_de_Voltolina_001.jpg



現代の大学講義室

47
（出典）苫小牧駒澤大学 講義室
http://www.t-komazawa.ac.jp/university/campus_map/details/08.html?keepThis=true&TB_iframe=true&width=600



アクティブ・ラーニングの寺子屋

48（出典）東京都立図書館所蔵
文学万代の宝（始の巻・末の巻）（ぶんがくばんだいのたから） 一寸子花里（いっすんしはなさと）画 弘化年間（1844～1848）頃 東京誌料 3920-C1-1,2
http://www.library.metro.tokyo.jp/portals/0/edo/tokyo_library/modal/print.html?d=027



デジタル化時代の学びの変容

49

デジタル化時代印刷物の時代

一定の知識を
詰め込んでおかないと、
判断（仕事）ができない。

情報はネット上に溢れているから、
概要（KW）を把握していれば十分。

大事なのは、総合的分析力とコラボから
新しい知見、活動を生み出せること！

そうは
言われているけど、

本当かなぁ・・？
やはり、頭の中に
入っていた方が

速いし、判断の幅も
広がるけど・・・。



師弟関係 vs. social learning

50

教師から生徒へ
（上下関係）

クラスの理解度に応じた教育

師弟関係（絆）

学生同士の教え合い（仲間意識）

教員はファシリテーター（横関係）

多様なアイディアによる新しい知の創出

「教える」ことを通じた学び



一斉授業 vs. 非同期的学習

51

メリット
• 学習体験の共有

デメリット
• 一度落ちこぼれたら、

リカバーが難しい。

メリット
• 個々の生活に合わせた学習が可能。

デメリット
• 学習管理が大変。

ユビキタス
学習だね!

スポンジのように
穴（抜け）の多い

知識となる可能性 ?!

（Personalized learning）
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科目名
単
位

評
定

社会基盤学序論 ２ 優

構造の力学 ２ 良

空間情報学実習 ４ 優

基盤技術政策論 ４ 優

沿岸環境計画 ２ 優

社会的意思決定論 ４ 良

フィールド演習 ４ 優

社会基盤ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ８ 優

交渉力
あります!

プロマネ
学んでます!

プレゼン
できます!

歌えます!!

時間管理
できます!

工作
できます!

情報の整理
できます!

成績表

コンピテンシー

これだけ見ても、
何が出来るのか

分からない。

大学の様々な
講義と演習を通じて

こうしたコンピテンシーが
育つのです。



OECD「キー・コンピテンシー」

コンピテンシーの概念
単なる知識や技能だけではなく、
技能や態度を含む様々な心理
的・社会的なリソースを活用して、
特定の文脈の中で複雑な要求
（課題）に対応することができる力。

キー・コンピテンシーの定義
コンピテンシーの中で、特に以下の
性質を持つもの

① 人生の成功や社会の発展にとっ
て有益

② さまざまな文脈の中でも重要な
要求（課題）に対応するために必
要

③ 特定の専門家ではなくすべての
個人にとって重要

53

社会・文化的、
技術的ツールを

相互作用的に活用する能力
• 言語、シンボル、テクストを活用する能力

• 知識や情報を活用する能力
• テクノロジーを活用する能力

自律的に
行動する能力
• 大局的に行動する能力

• 人生設計や個人の計画を作り実行する能力
• 権利、利害、責任、限界、

ニーズを表明する能力

多様な社会グループ
における

人間関係形成能力
• 他人と円滑に人間関係を構築する能力

• 協調する能力
• 利害の対立を御し、解決する能力

3つのキー・コンピテンシー

（出典） 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（第27回）「OECDにおけるキー・オンピテンシーについて」（2005.9.26）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/05111603/004.htm



21世紀型スキル by ATC21s
Assessment & Teaching of 21st Century Skills(ATC21s)

思考の方法
1. 創造性とイノベーション

2. 批判的思考、問題解決、意思決
定

3. 学び方の学習、メタ認知

働く方法
1. コミュニケーション

2. コラボレーション（チームワーク）

働くためのツール
1. 情報リテラシー

2. ICTリテラシー

世界の中で生きる

1. 地域とグローバルのよい市民で
あること（シチズンシップ）

2. 人生とキャリア発達

3. 個人の責任と社会的責任（異文
化理解と異文化適応能力を含む）

思考の方法
1. 創造性とイノベーション

2. 批判的思考、問題解決、意思決
定

3. 学び方の学習、メタ認知

働く方法
1. コミュニケーション

2. コラボレーション（チームワーク）

働くためのツール
1. 情報リテラシー

2. ICTリテラシー

世界の中で生きる

1. 地域とグローバルのよい市民で
あること（シチズンシップ）

2. 人生とキャリア発達

3. 個人の責任と社会的責任（異文
化理解と異文化適応能力を含む）

54

ATC21sは、シスコ、インテル、マイクロソフト社がスポンサーとなり、21世紀の情報
化社会において必要となるスキル（協働や、デジタル・リテラシー等）やその評価方法
を明確にしようとした国際的な研究プロジェクト。

これら21世紀スキルを評価する手法が見いだされないことには、これが教育現場に
浸透しないという問題意識から、「評価手法の開発」に着目した。

（出典） P. グリフィン、B.マクゴー、E.ケア編（三宅なほみ監訳）「21世紀型スキル 学びと評価の新たなかたち」 （北大路書房）



中央教育審議会（答申）平成24年8月28日

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」

育むべき「学士力」：

知識や技能を活用して複雑な事柄を問題として理解し、
答えのない問題に解を見出していくための批判的、合理
的な思考力をはじめとする認知的能力

人間としての自らの責務を果たし、他者に配慮しながら
チームワークやリーダーシップを発揮して社会的責任を
担いうる、倫理的、社会的能力

総合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想力

想定外の困難に際して的確な判断をするための基盤とな
る教養、知識、経験

55（出典） 中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」（答申） 2012.8.28 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_1.pdf



56（出典） 中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」（答申） 2012.8.28 （別添２）
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_2.pdf



57（出典） 経済産業省「社会人基礎力とは」
http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/kisoryoku_image.pdf



Ⅲ-a．反転授業等への

全学的取り組み事例
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Ⅲ．反転授業の事例



米国有力大学のオンライン教育に
向けてのスタンス

1. デジタル時代において、積極的に取り込むべき教
育方法

現在、その取り込み方法について実験中。

何がうまくいくかは分からないため、まずは学内におけるオンライン教育／
ブレンド型教育を拡大。

多数の試行のなかから、何かが見えてくることを期待。

2. 自大学の学生の教育の質を向上するための手段
学生の時間的自由度の拡大、反転授業等による主体的学び。

教育データ解析（Big Data）により、分からないところに手の届く教育を実
現することへの期待。

3. 高等教育へのアクセス拡大に向けての社会貢献
59

※米国有力大学： ハーバード大学、MIT、スタンフォード大学、カリフォルニア大学バークレー校など



「MIT教育の未来」第一次報告（2013.11）...背景

リーフ学長からの諮問（2013.2）

「キャンパスにいる学生の教育を高め、世界の学習
者にもなんらかの教育体験を与えることのできる方
法について、大胆な発想で検討をして欲しい」

報告書における背景認識
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1. 大規模なアウトリーチ手段の出現（youtube, MOOC等）

2. アンバンドリングした製品や再編成された製品の、可能性や
需要の高まり。

3. ネット上の仮想空間と、物理的実在空間との境界の連続化

4. 高等教育の負担増大とアクセス拡大の必要性

1. 大規模なアウトリーチ手段の出現（youtube, MOOC等）

2. アンバンドリングした製品や再編成された製品の、可能性や
需要の高まり。

3. ネット上の仮想空間と、物理的実在空間との境界の連続化

4. 高等教育の負担増大とアクセス拡大の必要性

（出典） MIT “Institute-wide Task Force on the Future of MIT Education Preliminary Report” （2013.11.21）
http://web.mit.edu/future-report/TaskForceOnFutureOfMITEducation_PrelimReport.pdf



「MIT教育の未来」第一次報告（2013.11）
...教育のモジュール化、カリキュラムの柔軟化

科目をモジュールに分解

問題解決に合わせて自由
に組み合わせ、柔軟なカリ
キュラムを実現

ブレンド型学習で多様な教
育方法の組み合わせ

新たな評価方法の検討
口頭試問

コンピュータによる、自動
フィートバック

コンピテンシー評価

教育期間の伸縮も想定
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（出典） MIT “Institute-wide Task Force on the Future of MIT Education Preliminary Report” （2013.11.21）
http://web.mit.edu/future-report/TaskForceOnFutureOfMITEducation_PrelimReport.pdf

図１：教育のアンバンドリング化 （P13）



「MIT教育の未来」第一次報告（2013.11）
...アカデミック・ビレッジと工作室
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教室～廊下～カフェ～研究室～
工房～寮が

シームレスにつながる

アカデミック・ビレッジ



スタンフォード大学...オンライン教育担当副学長任命

スタンフォード大学、オンライン教
育担当副学長を新たに任命
（2012年8月）

過去20年に3つしか新設されていな
い副学長ポストの一つ

20年前に「学部教育担当」、2007年
に「大学院教育担当」副学長を任命

課題：

「スタンフォード大学の教員が、
学内外の学生を も良く教育で
きる方法を検討する」

63
（出典） Stanford News, “Stanford takes landmark step in online learning, appoints new vice provost” （2012.8.30）
http://news.stanford.edu/news/2012/august/online-learning-office-083012.html

『オンライン教育担当副学長』が、
『パワーポイント担当副学長』

というのと同じぐらい
バカバカしく聞こえるぐらい、

オンライン教育を
当たり前のものにしたい

ジョン・ミッチェル副学長
※ハーバード大学は、2013年9月に担当副学長を任命。



スタンフォード大学...開発されたオンライン科目

計246科目
教員145名

受講者145万人

受講400万時間

64

ビジネス（13）

教育（12）

工学・情報科学（69）

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ（3）

人文系（8）

医学・健康科学（18）

自然・社会科学（15）

（2014.5現在）

開講中、開講予定（16）

自主学習用（21）

自主ペース

専門教育（17）

修了済み（183）

iTunes U（22）

Coursera（51）

NovoEd（23）

Stanford
OpenEdX（22）

（分野） （ステータス） （プラットフォーム）

（出典） Stanford Online (Last accessed, 2014/5/28)  http://online.stanford.edu/

（出典） Stanford Online, 2013 in Review
http://www.stanford.edu/dept/vpol/vpol-files/2013_Report/Stanford_Online_2013_In_Review.pdf



スタンフォード大学...オンライン教育のコミュニティ

65

（lytics.stanford.edu）

Lytics
Lab

研究活動

（edf.stanford.edu）

Education
Digital
Future

教育の未来を
考える

（signalblog.stanford.edu）

Signal
Blog

気づき情報
サイト

（teachingcommons.stanford.edu）

Teaching
Commons

教育者の
情報共有

（online.stanford.edu）

Stanford
Online

オンライン教育
科目サイト

セミナー

イベント

ﾌｫｰﾗﾑ

ブログ

情報
共有

Big Data
解析

（出典） Stanford Online (Last accessed, 2014/5/28)
http://online.stanford.edu/



韓国科学技術院（KAIST）
... 全学的反転授業の推進：Education 3.0 

66

KAIST前学長ナンピョー・スーにより2011年に提案：

「一方通行の授業」は不要
ディスカッションやグループ学習、実験、PBLへの全面移行要

経過
学内猛反対を押し切って、説得を重ね、推進。
現在では、国内外で評価され、ソウル大ほか後を追う。

演習問題
教科書

グループ学習
講義

韓国語の教科書
チュータリング

朗読
その他

← 学生の１割のみ

2017年目標

・全科目の3割（800科目）

・60名以上の教室で実施される授業のほぼ全て

■ Education 3.0 将来計画■ KAIST学生対象のアンケート：

学習において も役に立ったこと

（人）

（出典） KAIST Center of Excellence in Learning and Teachingセンター長 テエオグ・リー教授より入手（2014.10）



韓国科学技術院（KAIST）
... 全学的反転授業の推進：Education 3.0 （イメージ図）
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インタラクティブなクラス オンラインの自主学習

講義なし
講義ビデオ 講義スライド

教科書 課題＆宿題

バーチャル・ラボ Q&A、情報共有、SNS

反転

問題解決型、協同、アクティブ

教室におけるインタラクション

チーム学習 ＋ TAサポート

オンラインのインタラクション

MOOC 又は e-ラーニング

Q&A 議論
チーム
学習/
課題

ｲﾝﾀ
ﾗｸﾃｨﾌﾞ
な課題

評価 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ ラボ 検索
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ

閲覧
Q&A 情報

共有
議論 認証 評価

（出典） KAIST Center of Excellence in Learning and Teachingセンター長 テエオグ・リー教授より入手（2014.10）



香港科学技術大学
... 学部教育におけるブレンド型教育の推進

プロボストが、学部教育におけるブレンド型教育を積極的に推進
目標： 学部教育の１／５をブレンド型教育へ（50-60科目）

20-25学科が参加

一部はMOOCとしてCoursera又はedX上に開講するが、それ以外は学内
LMS（Canvas）上にて開講

ブレンド型学習プロジェクト助成基準：
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学習効果：学生の学習を 大化するよう、オンラインと対面教育がミックスされて
いるか？

効果的なオンライン教育： 実質的な知識伝授がなされているか？

効果的な対面教育： 高次な思考への導く対面教育か？

学生へのフィードバック：オンラインの自学習で的確なフィードバックを与え、対面
教育における高次な思考に向けての準備がなされているか？

アウトカム：当該教育方法は学習のアウトカムにどのようにつながるか、明確か？

プロジェクト・マネジメント：明確でシステマチックな実施体制、スケジュールとなっ
ているか？

学習効果：学生の学習を 大化するよう、オンラインと対面教育がミックスされて
いるか？

効果的なオンライン教育： 実質的な知識伝授がなされているか？

効果的な対面教育： 高次な思考への導く対面教育か？

学生へのフィードバック：オンラインの自学習で的確なフィードバックを与え、対面
教育における高次な思考に向けての準備がなされているか？

アウトカム：当該教育方法は学習のアウトカムにどのようにつながるか、明確か？

プロジェクト・マネジメント：明確でシステマチックな実施体制、スケジュールとなっ
ているか？

ブレンド型教育を
推進するためのMOOCとは

ご立派！

（出典） 香港科学技術大学 Center of Enhanced Learning & Teaching, Nick Noaksセンター長より入手（2014.7）



Ⅲ-b．反転授業等への

個別取り組み事例（海外大学）
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Ⅲ．反転授業の事例



事例１： 反転授業により、
物理の基本概念の理解を醸成

科目： 物理学入門

対象： 学部生（生物系）

科目提供： UC Berkeley, 宇宙物理, A.W.教授

科目提供方法：
講義はオンライン教育モジュールにてLMS上で提供。

授業時間は、クリッカーを用い、物理の基本概念に関する問題を解く。

数式を用いる演習問題は宿題、かつ 終試験もこれに類する問題。

特徴：
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通常の講義＋演習問題に加え、物理の概念を理解
するための問題を解く時間を作ったことに特徴あり。

授業時間内に解く問題は、四択問題で、計算なしで
直感的に解くもの。

学生は演習問題はすらすら解けても、物理の基本
概念を理解していないことが多く、この方法を用い
た。特に生物系の学生は、考え方のアプローチが物
理的思考となっていないようである。

従来 反転授業

予習 ― 講義ビデオ

授業 講義 付加的教育
（物理の概念理解深化等）

復習 演習問題 演習問題



ハーバード大学物理学の反転授業：
Peer Instruction

Eric Mazur教授が、1990年から開発・実践。
自身も講義形式の授業をしていたが、ある日、学生が十分に物理の
概念を理解していないことに気づく。

色々と言葉を尽くすが、概念がうまく伝わらない。

ある日、思い余って隣同士で相談するように指示したら、速やかに概念が理解された。

以来、自宅で教科書で学んでもらい、教室では「Peer Instruction」に切り替える。

方法：
1. 学生は自身で教科書で学ぶ。

2. 授業1時間前までに、疑問点と面白かった点を、教授に送付。

3. 授業中は、送られてきた疑問点等を中心に、教授が質問を提示。

① まず一回目の質問提示：各自で考え、クリッカーで回答を送付。

② 隣同士で相談。

③ 再度、クリッカーで回答送付。

④ （正解に至らない場合、もう一度繰り返すか、教授が説明）

71
（出典）Mazur Group, “Peer Instruction”

http://mazur.harvard.edu/research/detailspage.php?ed=1&rowid=8

注記：
学生からは、「自分で教科書から学ぶために授業料を払っているのではないと
反発があるが、マズール教授の信念として、反転授業を貫いている。

マズール教授は、ホワイトハウスにも積極的働きかける熱心な反転授業推進者。

これは、学生の分からない
ところに直接答えるから、

「Just in Time Teaching (JiTT)」
と呼ぶ！



物理の概念獲得を確認するための
直感テスト（例）
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電球A 電球B

ｽｲｯﾁC

■ 問題： スイッチC を閉じると、電球Bの光はどうなるか？

ａ） 更に明るくなる ｃ） 弱くなる
ｂ） 変わらない ｄ） 消える

直感で、
クリッカーで
答えてね！



事例２： 課題の採点・返却の自動化により、教育の質向上
かつ大人数学生を収容

科目： 人工知能入門

対象： 学部生

科目提供： UC Berkeley, コンピュータ科学, P.A.助教

科目提供方法：
講義は通常通り授業中に実施。
録画した講義（①原版、②短縮版）をアップロード
計算機プログラム製作等の課題（宿題）の提示と採点を自動化

※ 終試験は通常通り、教室内で実施

特徴：
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近は、
論文だけでなく
教育もアピール

ポイントの一つ！

コンピュータ科学の科目は全学的に人気が高く、
学生を収容しきれないことが課題であった。
講義録画の提供により、物理的教室の収容定員
の制約を取り除き、
課題の自動提示と自動採点により、宿題の採点を
担当するTA人数の制約を取り除く。
学外にも提供し、自分の名前を売ることにも成功。

プログラミングの課題

提出

正誤判定、ヒント

自動提示
提出課題の正誤を

自動判定する
プログラム内蔵



事例３： データマイニングに関する統計学の講座で、
世界で一番乗り

科目： データマイニング統計学

対象： 修士学生

科目提供： スタンフォード大学、統計学、R.T.教授＆T.H.教授

科目提供方法：
二名の教員と、外部講師も含め、オンライン教育モジュールを作成・提供。

授業時間は通常の週3時間から1.5時間に短縮し、外部講師等を招いたア
クティブ・ラーニングを実施。

特徴：
データマイニング統計学に関するオンライン教育はまだ存在せず、世界で
一番乗りできることに魅力あった。

また、学生の質が変容し、対面授業よりオンライン教育が好まれ、以前から、
単純な録画講義を観て、授業をサボる学生が増えていた。

世界の積極的な受講者数万名に教育することは魅力、
かつトップ大学としての使命である。

なお、二人で漫才をしながらのチーム・ティーチングは極めて好評だった。
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目の前の
少人数の学生のみを

教えるのは
寂しい・・・。

二人で
教えたら
受けた！



事例４： 人文学の反転授業で、
高度な読解能力と批判的思考を養う

科目： 日本研究

対象： 学部生（日本学専攻以外の学生）, 少人数クラス

科目提供： UC Berkeley、日本学、J.W.講師

科目提供方法：
「奥の細道」「平家物語」「能」などを、自宅学習として提示（但し、英語）。必要に
応じて、確認テストあり。

なお、動画ビデオではなく、プリント（LMS上のPDF）として提示。

授業時間は、作品解説をするのではなく、当該作品が出てきた時代背景や日本
固有の概念（わび/さび、もののあわれ等）を説明したり、茶道を体験。

特徴：
日本の文学作品の文字面のみを読んでも、全く面白くもなければ意味もない。
学生が、その文学作品が伝えようとしていることを掴むことを狙う。

学生からは、反転授業に対するフラストレーションが感じられる。教員に作品を
解説してもらいたいのである。

ただし、日本の「和歌が面白かった」というこれまでにはないコメントもあり、少し
は狙いが功を奏しているようである。
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学生にはきちんと
文章を読み込める

ようになって
欲しい！



事例からみる反転授業実践の目的と動機

反転授業の実践目的
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授業の質の向上

アクティブ・ラーニング

概念をより良く伝える

大人数講義を効率的に実施

学習の反復可能性の提供

オンライン教材を何回も聴講

オンラインの反復演習

学生のニーズに合わせる

時間の柔軟性

対面よりオンラインを好む

授業の質の向上

アクティブ・ラーニング

概念をより良く伝える

大人数講義を効率的に実施

学習の反復可能性の提供

オンライン教材を何回も聴講

オンラインの反復演習

学生のニーズに合わせる

時間の柔軟性

対面よりオンラインを好む

教員の実践動機

学生の学びを高めたい

授業の効率化を図りたい
毎年同じことを話したくない

大人数講義を捌く必要性

オンライン教育で一番乗りをしたい
このテーマの講義は自分しかできない！

このテーマのオンライン教材はまだ存在しない！

優れた教材で評価されたい（テニュア獲得へ）

（学外の）学生も教えたい
やる気のある学生を教えたい！

多様な学生を教えたい！

学生の学びを高めたい

授業の効率化を図りたい
毎年同じことを話したくない

大人数講義を捌く必要性

オンライン教育で一番乗りをしたい
このテーマの講義は自分しかできない！

このテーマのオンライン教材はまだ存在しない！

優れた教材で評価されたい（テニュア獲得へ）

（学外の）学生も教えたい
やる気のある学生を教えたい！

多様な学生を教えたい！

教員の
モチベーションに
つながらないと
長続きしない。



反転授業の効果に関する調査の必要性

現状
反転授業を実践した教員から、五月雨式に報告があるのみ。

科目内容、学年レベル、教員の反転授業の熟練度や資質、
生徒のやる気等が異なるため、比較不能。

※但し、概ね「効果あり」、あるいは「変化なし」という結果。

調査項目例
反転授業に適しているのは何か？

科目内容（理系/文系、基礎/応用、アドバンスド/一般/リメディアル）

学年レベル、学生のレベル（優秀な生徒/学力の低い生徒）

反転授業が成功するための条件は何か？

教員の資質、学生の気質、反転教材（自身で作成、他者のを利用）、授業運営の
手法、反転授業の導入比率（ブレンド度合い）

反転授業で育成されるのは、どのような力か？反転授業を何で評価するか？

知識、理解、問題解決力、コミュニケーション力・・・ 等
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反転授業であれば
全てうまくいく訳でも

ないし、反転が下手な
先生は普通の授業の

方がうまいかも
しれないし・・・

それにアクティブ・
ラーニングは時間がかかる。

効率的に知識・スキルを
学習するのに 適な

知識伝授とアクティブとの
比率は何か？



Ⅲ-c．反転授業等への

個別取り組み事例（国内高校）
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Ⅲ．反転授業の事例



国内高校の反転授業事例（１）：
反転授業により、英語の発声練習の時間を編み出す
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科目： 英語

対象： 高校2年生進学コース

科目提供： 近畿大学附属高校 N.Y.教諭

科目提供方法：
英文読解の解説はLMS上にてオンライン教育モジュールで提供。

反転授業により生み出された時間を、英語のインプットと発声練習の時間
に充てる（単語のフラッシュカードと、英文の発声）。

英文読解については、発声練習のあとのプリント問題（回収、採点される）
と、中間/期末テストがあることで、ある程度は自習が成立。

特徴：
自宅学習では普通しない、リスニングとスピーキングを授業時間中に行う。

期末テスト前になるとオンライン教育モジュールを見る生徒が増える（生徒
には、何度も見返せると好評）。 反転授業で、

協働学習でなくて、
発声練習でもいい！



国内高校の反転授業事例（２）：
授業時間内にこなせない内容を、NHK教育番組の解説に
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科目： 生物学

対象： 高校2年生

科目提供： 近畿大学附属高校 I.K.教諭

科目提供方法：
基本的には、通常通りの授業を実施。

但し、H25年度からの学習指導要領の改訂により学習内容を全てカバー
できなくなったため、単なる知識伝達（暗記部分）に近い内容については授
業時間内の解説を割愛し、NHK教育番組の解説をオンライン教育モ
ジュールとして提供。

特徴：
自作のオンライン教育モジュールではなく、NHK教育番組を利用。

授業時間内は、より詳細な説明をする内容に絞り、重点的に説明。理解の
深化をはかる。 授業で重点説明を

するために、NHKの
教育番組に頼る。



国内高校の反転授業事例（３）：
iPad内の問題集解答や動画解説を用いた数学の協働学習
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科目： 数学（数列）

対象： 高校2年生 文系特別進学コース

科目提供： 関東第一高校 Y.H.教諭

科目提供方法：
解説はLMS上にてオンライン教育モジュールで提供。

授業は協働学習により、決められた問題をグループごとに解く。

特徴：
問題の解説は、プリント、PDF、教師自作の解説動画により提供。

生徒は、自分のスマホあるいはグループ１台配布されるiPad、プリント等に
より、解説を自由に見ることが出来る。

授業風景：

※ 問題が難しすぎるのか、協働学習もあまり機能せず、問題が解ける様子が
なかった。 反転授業に

すれば、うまくいく
というものでもない。



国内高校の反転授業事例（４）：
数学演習問題の理解定着活動を行う反転授業×協働学習
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科目： 数学

対象： 高校2年生 特別進学コース

科目提供：近畿大学附属高校 S.M.教諭

科目提供方法：
解説はLMS上にてオンライン教育モジュールで提供。

授業はジグソー法を取り入れた協働学習により、生徒が他の生徒に教える
といった仕掛けを二段階以上設け、人に説明したり、分からないところを質
問をするといった言語活動により、知識の定着を促す。

特徴：
教科書で理解できるのであれば、オンライン教育モジュールを観ることは
強要しない。また、単元の一回目の授業では教師が、内容を概説。

授業の前に、問題解説を担当するグループごとに教師と事前に相談。

授業風景：
※ 生き生きとした協働学習が行われていた。 協働学習には、

生徒のやる気や
仲間意識が必要。

ジグソー法等の
仕掛けも必要だけど、

先生と生徒の
信頼関係も大事！



授業前

グループ毎に
担当した問題について

先生に説明/質問

授業中 宿題

問題を
自分で解く

反転授業×協働学習（ジグソー法）

・各グループの代表が問題の解き方を説明
・各グループ内で分担して、問題の解き方を聞く

・各グループで、聞いてきた問題の解き方を共有
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国内高校の反転授業からの示唆（１）

学生にやる気（つまり進学コース）が
ないと、協働学習が成り立たない。

反転授業を行う「目的」が大事。
単に授業と宿題を反転すると、授業崩壊。

逆に目的意識を持つのであれば、授業を演
習の時間ではなく、発声練習や特別なデモ
ンストレーションに充てるという使い方もでき
る。
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国内高校の反転授業からの示唆（２）

反転授業にしたからといって、テストの
クラス平均が格段に上がる訳ではない。

出来る子は、出来る。やる気のない子は、何を
しても学習しない。

救われるのは、中ぐらいの「やる気はあるが、
途中で躓いて分からなくなる生徒」。

反転授業は、クラスの気質によってうまく機能
しないこともあるため、一方通行の授業以上に、
テストのクラス平均にバラツキが出ること有り。



Ⅳ．反転授業の可能性と課題
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反転授業の３つの可能性 （暫定版）
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完全習得
学習

Active
Learning

特別の
学習活動

それぞれの
可能性に応じた
授業デザインを

することが
大事だよ！



反転授業の３つの可能性と課題（暫定版）

1. 完全習得学習につながる
授業時間内の学生一人一人へのきめ細かい指導

▼ 学生は自宅で講義ビデオを観てくるか？
▼ 教員一人では、学生全員に対応することは難しい。

2. 協同学習等アクティブ・ラーニングの時間捻出
「主体的に考える力」「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力」「ﾁｰﾑ力」等につながる。

▼ 十分な授業設計なしでは、漫然とした協同学習の時間となる。
▼ 学習評価は、〈新しい能力〉を測るものとなっているか？

3. 特別の学習活動の時間捻出
通常の講義と宿題では得られない、実験のデモ、現場の人の
体験談、高度な「コンセプト理解」のための学習活動の時間。

▼ 学習時間の延長。必要に応じて、総科目数の削減要。
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授業時間が、
従来の宿題より充実した

深い学びの時間に
なることが大事！



外国語教育において

反転授業は有効か？

外国語教育は歴史的に、多様な教育方法の
工夫を行ってきたのではないか？

安易な「反転授業」の導入は、高度な外国語教育をダウングレードさ
せるのではないか？

反転授業は一般には、「一方通行の講義」に対しての特効薬。

外国語教育において反転授業を導入するの
であれば、これまでの教育方法では達成でき
ていない教育効果を得られる方法の考案要。

学生のどのような能力を開花させたいのか？

そのために、教室内外の学習活動をどのようにデザイン、統合する
のか？
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外国語教育で
まだ工夫していないこと

なんて、あるの？



まとめ：

反転授業との付き合い方

「反転授業」は特別の教育効果を念頭に開発
された訳ではない。

オンライン教育を副教材として用いたことによる副産物。
「講義」と「宿題」を逆転した、という意味しか持たない。

「反転授業」で効果を挙げるためには、どのよ
うな教育効果を得たいのか、その目的を明確
にして授業設計をすることが肝要。

どのような教育効果を得るために、反転授業をするのか？
そのために、教室内外の学習活動をどのようにデザイン、統合するのか？
期待した教育効果が得られたか、どのように学習評価するのか？

「反転授業」を成り立たせるためには、教員ー
学生、学生間の信頼関係が必須。
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東京大学教育企画室 特任准教授 船守美穂
E-mail: funamori.miho@mail.u-tokyo.ac.jp
URL: http://researchmap.jp/funamori/

ご静聴ありがとう
ございました。
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